
 

                                  

                                  

                                  
年
度
も
、
春
先
か
ら
全

国
的
に
ク
マ
の
出
没
が

と
て
も
多
く
、
注
意
が
必
要
な

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
く
と
、
「
ク
マ
に
遭
遇
し

た
場
合
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」

「
ク
マ
か
ら
逃
げ
る
方
法
は
」

と
い
う
質
問
や
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
考
え
る
よ
り
も
、
「
出

会
わ
な
い
こ
と
」
を
第
一
に
行

動
す
る
こ
と
が
、
被
害
を
防
止

す
る
と
い
う
意
味
で
は
最
も
重

要
で
す
。
ク
マ
に
出
会
わ
な
い

た
め
の
一
般
的
な
対
策
と
し
て

は
、
ク
マ
鈴
の
携
帯
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
音
を
出

す
」
「
ク
マ
に
人
間
の
存
在
を

知
ら
せ
る
」
た
め
の
道
具
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ク
マ
鈴

を
付
け
て
い
た
と
し
て
も
、
作

業
に
没
頭
し
て
し
ま
っ
て
鳴
っ

て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
作
業
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ

れ
ば
、
複
数
人
で
話
し
な
が
ら

行
っ
た
り
常
時
音
が
流
れ
る
ラ

ジ
オ
な
ど
を
身
に
着
け
な
が
ら

作
業
し
た
り
と
、
場
面
に
応
じ

て
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

昨
年
度
の
報
道
の
過
熱
に
よ

り
「
ク
マ
鈴
を
付
け
て
歩
く
こ

と
で
人
間
を
エ
サ
だ
と
認
識
し

た
ク
マ
が
寄
っ
て
く
る
」
な
ど

と
い
う
執
拗
に
不
安
を
煽
る
よ

う
な
情
報
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
本
来
植

物
食
が
中
心
の
臆
病
な
動
物
で

あ
り
、
人
間
を
食
べ
物
と
認
識

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
考
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ク
マ
が
攻

撃
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
母
グ
マ
が
子
グ

マ
を
守
る
た
め
や
、
人
間
と
の

不
意
の
遭
遇
に
驚
い
て
の
行
動

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

喜多方市鳥獣被害対策実施隊（市民生活課有害鳥獣対策室）☎（24）5261 

け
も
の
新
聞 

喜
多
方
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が 

お
送
り
す
る
野
生
鳥
獣
に
関
す
る
情
報
紙
で
す
。 

先
月
に
引
き
続
き
、
ク
マ
の
話
で
す
。 

過
去
の
掲
載
記
事
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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けもの No,01 

ツキノワグマ 

人身被害危険度 
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クマが怖い動物なのは間

違いない。ただ、山の中で

見かけることはあっても、

用心さえしていればクマの

方から逃げていく。人間も

クマが怖いが、クマもまた

人間が怖い。恐れるのは大

事なことだが、やみくもに

恐れるのではなく、クマと

いう動物を知った上で「正 

しく恐れる」ことが 

大事ではないか。 
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クマの痕跡とは… 

クマに 
出会わないために!! 

人間いる… 

クマとの出会いを防ぐため

に、クマの生態や行動につい

て知ることが重要です。ま

た、地域の自然環境などに

関心を持ち、過去に出没の

あった場所などには近づか

ないようにしましょう。また、

山際の林や山とつながって

いる林の中や川沿いは、十

分注意してください。 

基本的に近くに人間がい

れば、臆病なクマは茂みに

隠れて出てきません。なの

で、何度も言うようですが人

間の存在を知らせるよう、ク

マ鈴やラジオを身につけるよ

うにしましょう。 

クマを近づかせ 
ないために!! 

クマによる被害を防ぐた

めには、クマを人里に近づか

せないことが重要です。 

収穫しなかった農作物、柿

や栗は放置しないことを徹

底しましょう。 

また、地域ぐるみで協力し

て、見通しの悪い場所の下

刈りや、野生動物の隠れ家

となりそうなやぶを除去しま

しょう。野生鳥獣の出没を抑

えられるだけでなく、野生動

物との不意の遭遇を予防す

ることができます。 

 

出られないなぁ…

もしも 
出会ってしまったら!! 

注意していても出会ってし

まうかもしれません。 

遠くにクマがいることに気

づいたときは、大声など出さ

ずその場を離れましょう。 

近くにクマがいることに気

づいたときは、走ったりせず、

クマに背を向けず、クマを見

ながら、ゆっくり落ち着いて後

退してください。 

すぐ近くで出会ったとき、

慌てた人の動作で驚かせな

いように、冷静に、慌てずにク

マが立ち去ってからその場を

離れましょう。 

※突発的に襲われたら、下の

イラストのように 

顔や頭をガード 

して致命傷を 

防ぎましょう。 

 

痕跡 No,01 【フン】 

クマのフンの特徴は、握りこ

ぶしくらいの大きさで、食べ

たものをそのまますりつぶし

たような見た目です。何を食

べたかで色や形状が変わり、

においはほとんどしません。 

このフンは何を食べたかわか

りますか？？ 

痕跡 No,02 【爪痕】 

クマが柿の木などに登ると、くっ

きり爪痕が残ります。古いものや

新しいものが混在する場合、毎年

来ている証拠です。皆さんの敷地

内の木は大丈夫ですか…？ 

痕跡 No,03 【足跡】 

長さ 10～15cm、幅 9～12cm程度。 

やわらかい土の上では 5 本の指

球と爪の跡がはっきりつく。 


